
『方丈記諺解』の注釈態度

要
旨

　
『
方
丈
記
』
の
成
立
は
、
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
で
あ
る
。
だ
が
、『
方
丈
記
』
の
注
釈
研

究
が
本
格
的
に
始
ま
っ
た
の
は
、
江
戸
時
代
の
明
暦
期
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
山
岡
元
隣
に

よ
る
『
首
書
方
丈
記
』
と
大
和
田
気
求
の
『
方
丈
記
訵
説
』
が
、
明
暦
四
年
（
一
六
五
八
）
に

刊
行
さ
れ
た
。
そ
の
後
、『
長
明
方
丈
記
抄
』（
加
藤
磐
斎
、
一
六
七
四
年
）
が
刊
行
さ
れ
、
さ

ら
に
そ
の
後
、
元
禄
七
年
（
一
六
九
四
）
に
刊
行
さ
れ
た
の
が
、
著
者
未
詳
の
『
方
丈
記
諺

解
』
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、
先
行
す
る
三
種
の
注
釈
書
と
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
方
丈
記
諺
解
』
の

注
釈
態
度
を
解
明
す
る
。『
方
丈
記
諺
解
』
は
、
語
釈
に
関
し
て
は
、
ほ
と
ん
ど
『
首
書
方
丈

記
』
の
説
を
取
り
込
ん
で
い
る
が
、
解
説
部
分
に
は
、
著
者
の
思
想
や
心
情
が
書
か
れ
て
お

り
、
そ
こ
に
『
方
丈
記
諺
解
』
の
特
色
が
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
、『
方
丈
記
』
の
主
題
や
、

鴨
長
明
の
執
筆
意
図
の
探
究
を
目
指
す
よ
り
も
む
し
ろ
、『
方
丈
記
』
を
通
し
て
、
当
代
の
人

々
に
生
き
方
の
指
針
を
提
示
す
る
評
論
的
な
態
度
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
ま
た
、『
方
丈
記

諺
解
』
の
解
説
文
の
表
現
は
、
俳
句
や
俚
諺
を
点
綴
し
、
語
調
は
時
に
「
七
五
調
」
に
な
り
、

流
れ
る
よ
う
な
リ
ズ
ム
で
文
芸
的
な
書
き
方
と
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
、
こ
の
よ
う
な
点
に

も
、
他
の
先
行
す
る
注
釈
書
と
の
相
違
が
見
ら
れ
る
。

　

近
世
に
お
け
る
古
典
注
釈
書
の
著
者
た
ち
は
、
専
門
の
学
問
的
な
背
景
を
持
つ
、
儒
者
・
僧

侶
・
和
学
者
が
中
心
で
あ
る
が
、『
方
丈
記
諺
解
』
の
解
説
ス
タ
イ
ル
に
鑑
み
る
と
、
そ
の
著

者
像
と
し
て
は
、
文
芸
分
野
に
属
す
る
人
物
像
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　
　
　
は
じ
め
に

　

本
稿
は
、
近
世
に
出
版
さ
れ
た
『
方
丈
記
諺
解
』（
一
六
九
四
年
）
に
焦
点
を
当
て
、
そ
の

注
釈
態
度
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
指
す
。『
方
丈
記
諺
解
』
は
、
著
者
未
詳
の
注
釈
書
で
あ
る
。

な
お
、
本
稿
で
は
、
架
蔵
本
の
外
題
で
あ
り
、『
国
書
総
目
録
』
で
立
項
さ
れ
て
い
る
『
方
丈

記
諺
解
』
と
い
う
書
名
で
記
述
す
る
。

　
『
方
丈
記
』
は
、
そ
の
末
尾
に
建
暦
二
年
（
一
二
一
二
）
三
月
に
擱
筆
し
た
と
書
か
れ
て
お

り
、
成
立
年
が
明
ら
か
な
、
数
少
な
い
古
典
文
作
品
で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
『
方
丈
記
』
の
注

釈
研
究
が
本
格
的
に
開
始
さ
れ
る
の
は
、
明
暦
四
年
（
一
六
五
八
）
に
、
山
岡
元
隣
の
『
首
書

方
丈
記
』
が
刊
行
さ
れ
て
か
ら
で
あ
り
、
四
百
年
以
上
が
経
過
し
た
後
だ
っ
た
。
こ
れ
に
引
き

続
い
て
、
大
和
田
気
求
の
『
方
丈
記
訵
説
』（
一
六
五
八
年
）、
加
藤
磐
斎
の
『
方
丈
記
抄
』

（
一
六
七
四
年
）、
そ
し
て
四
番
目
の
注
釈
書
と
し
て
、
本
稿
の
中
心
テ
ー
マ
で
あ
る
著
者
未
詳

の
『
方
丈
記
諺
解
』（
一
六
九
四
年
）
が
出
版
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
槙
島
昭
武
の
『
方
丈
記
流

水
抄
』（
一
七
一
九
年
）
が
あ
る
が
、
近
世
期
を
通
じ
て
『
方
丈
記
』
の
注
釈
書
の
出
版
は
、

上
記
の
五
種
だ
け
で
あ
る
。

　

本
稿
で
は
、『
方
丈
記
諺
解
』
以
前
に
刊
行
さ
れ
た
三
種
の
注
釈
書
と
比
較
し
な
が
ら
、『
方

丈
記
諺
解
』
の
注
釈
態
度
を
考
察
し
、
そ
の
過
程
で
、
著
者
の
人
物
像
に
つ
い
て
も
推
測
し
た

い
。

一
　
近
世
に
お
け
る
『
方
丈
記
』
の
注
釈
書

　

最
初
に
、
江
戸
時
代
に
お
け
る
『
方
丈
記
』
の
注
釈
書
の
刊
行
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

①　

山
岡
元
隣
『
首
書
方
丈
記
』（
明
暦
四
年
・
一
六
五
八
年
）

②　

大
和
田
気
求
『
方
丈
記
訵
説
』（
明
暦
四
年
・
一
六
五
八
年
）

③　

加
藤
磐
斎
『
方
丈
記
抄
』（
延
宝
二
年
・
一
六
七
四
年
）

④　

著
者
未
詳
『
方
丈
記
諺
解
』（
元
禄
七
年
・
一
六
九
四
年
）
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以
上
の
四
種
が
、
十
七
世
紀
に
刊
行
さ
れ
た
『
方
丈
記
』
の
注
釈
書
で
あ
る
。
十
七
世
紀
の

後
半
に
入
っ
て
間
も
な
い
明
暦
期
に
、
相
次
い
で
二
種
類
の
注
釈
書
が
刊
行
さ
れ
た
後
は
、
そ

れ
ぞ
れ
二
十
年
の
間
隔
を
置
い
て
二
種
が
刊
行
さ
れ
た
だ
け
に
留
ま
る
。
明
暦
期
に
二
種
類
が

刊
行
さ
れ
た
背
景
に
は
、
お
そ
ら
く
「
明
暦
の
大
火
」
が
あ
り
、『
方
丈
記
』
の
冒
頭
近
く
に
、

「
安
元
の
大
火
」
の
こ
と
が
写
実
的
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
と
、
繋
が
り
が
あ
ろ
う
。「
明
暦
の

大
火
」
と
い
う
大
災
害
が
、『
方
丈
記
』
へ
の
関
心
を
呼
び
起
こ
し
、
こ
こ
に
初
め
て
、
本
格

的
な
注
釈
書
が
出
現
し
た
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
先
に
挙
げ
た
四
種
の
中
で
、
山
岡
元
隣
・
大
和
田
気
求
・
加
藤
磐
斎
の
三
人
は
、
そ

れ
ぞ
れ
『
徒
然
草
』
の
注
釈
書
も
著
し
て
い
る
。
成
立
順
に
示
せ
ば
、
大
和
田
気
求
の
『
徒
然

草
古
今
抄
』（
万
治
元
年
・
一
六
五
八
年
）、
加
藤
磐
斎
の
『
徒
然
草
抄
』（
寛
文
元
年
・
一
六

六
一
年
）、
山
岡
元
隣
の
『
増
補
鉄
槌
』（
寛
文
九
年
・
一
六
六
九
年
）
で
あ
る
。
し
か
も
、
加

藤
磐
斎
に
は
『
枕
草
子
』
の
詳
細
な
注
釈
書
も
あ
る
。
い
わ
ば
、
彼
ら
三
人
は
和
学
者
と
し
て

の
専
門
性
が
強
い
。
そ
れ
に
対
し
て
『
方
丈
記
諺
解
』
だ
け
が
、
著
者
未
詳
で
あ
る
。
ち
な
み

に
、『
方
丈
記
諺
解
』
と
類
似
す
る
書
名
の
、
南
部
草
寿
著
『
徒
然
草
諺
解
』
は
、
寛
文
九
年

（
一
六
六
九
）
の
刊
行
で
あ
る
。
南
部
草
寿
は
す
で
に
一
六
八
八
年
に
没
し
て
い
る
。
注
釈
態

度
か
ら
見
て
も
、『
方
丈
記
諺
解
』
の
著
者
で
あ
る
可
能
性
は
な
い
だ
ろ
う
。

　

以
上
が
『
方
丈
記
諺
解
』
に
至
る
ま
で
の
注
釈
書
の
出
版
状
況
で
あ
る
が
、
そ
の
後
、
二
種

の
注
釈
書
が
書
か
れ
て
い
る
。

⑤　

仁
木
宜
春
『
方
丈
記
宜
春
抄
』（
元
禄
九
年
・
一
六
九
六
年
）

　

た
だ
し
こ
れ
は
、
出
版
さ
れ
ず
に
、
写
本
の
ま
ま
伝
わ
っ
た
。
未
刊
行
で
あ
る
の
で
、
影
響

力
と
い
う
点
で
他
の
版
本
と
同
一
視
で
き
な
い
。

　

そ
の
後
、
近
世
最
後
の
注
釈
書
が
刊
行
さ
れ
た
。

⑥　

槙
島
昭
武
『
方
丈
記
流
水
抄
』（
享
保
四
年
・
一
七
一
九
年
）

　

こ
う
し
て
、
最
初
の
『
首
書
方
丈
記
』
以
来
、
六
十
余
年
の
間
に
都
合
、
六
種
の
注
釈
書
が

著
さ
れ
た
。
し
か
し
、
十
八
世
紀
初
頭
の
『
方
丈
記
流
水
抄
』
以
後
、
明
治
時
代
に
な
る
ま
で

『
方
丈
記
』
の
新
た
な
注
釈
書
は
、
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
同
様
の
現
象

は
、『
枕
草
子
』
の
注
釈
書
に
つ
い
て
も
言
え
る
こ
と
で
、
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）
に
、
加

藤
磐
斎
『
清
少
納
言
枕
草
子
抄
』
と
北
村
季
吟
『
枕
草
子
春
曙
抄
』
が
ほ
ぼ
同
時
に
刊
行
さ

れ
、
そ
の
七
年
後
に
、
岡
西
惟
中
の
『
枕
草
子
旁
註
』（
天
和
元
年
・
一
六
八
一
年
）
が
刊
行

さ
れ
た
が
、
明
治
時
代
に
な
る
ま
で
空
白
期
で
あ
っ
た
。
磐
斎
と
季
吟
の
『
枕
草
子
』
の
注
釈

書
は
、
ど
ち
ら
も
大
部
で
詳
細
な
も
の
で
、
こ
の
二
種
が
同
時
に
出
現
し
た
こ
と
も
不
思
議
な

暗
合
で
あ
る
。

　
『
方
丈
記
』
の
場
合
は
、
短
編
作
品
な
の
で
、
語
釈
な
ど
の
説
明
を
、
次
々
に
詳
細
に
増
補

す
る
余
地
が
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
近
代
以
降
の
『
方
丈
記
』
研
究
の
活
発
化
や
、

文
学
者
た
ち
に
よ
る
関
心
の
高
さ
と
比
べ
る
と（

１
）、

い
か
に
も
注
釈
書
の
点
数
と
し
て
は
少
な
い

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
中
に
あ
っ
て
、
四
番
目
の
『
方
丈
記
諺
解
』
が
、
先
行
す
る

三
種
の
注
釈
書
に
対
し
て
、
何
を
新
た
に
付
け
加
え
、
何
を
踏
襲
し
た
か
と
い
う
点
は
、
重
要

な
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。

　

以
下
の
論
述
は
、
ま
ず
、
簗
瀬
一
雄
編
『
方
丈
記
諸
注
集
成
』（
昭
和
四
十
四
年
、
豊
島
書

房
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
先
行
す
る
三
種
の
注
釈
書
を
概
観
す
る
こ
と
か
ら
始
め
た
い
。

二
　
山
岡
元
隣
『
首
書
方
丈
記
』
の
概
観

　

最
初
の
注
釈
書
で
あ
る
『
首
書
方
丈
記
』（
明
暦
四
年
・
一
六
五
八
年
）
は
、
著
者
を
伝
山

岡
元
隣
と
す
る
解
説
書
も
あ
る
が
、
通
説
に
よ
り
、
本
稿
で
も
著
者
は
山
岡
元
隣
と
し
て
論
を

進
め
る
。
山
岡
元
隣
（
一
六
三
一
〜
七
二
）
は
、
北
村
季
吟
の
高
弟
の
俳
人
で
あ
り
、『
宝
蔵
』

（
寛
文
十
一
年
・
一
六
七
一
年
）
の
よ
う
な
俳
文
の
先
駆
的
な
散
文
作
品
や
仮
名
草
子
な
ど
の

著
作
も
あ
る
。
ま
た
、『
首
書
方
丈
記
』
よ
り
も
、
十
年
以
上
も
刊
行
は
後
に
な
る
が
、『
増
補

鉄
槌
』（
一
六
六
九
年
）
の
著
者
で
も
あ
る
。

　
『
首
書
方
丈
記
』（
以
下
、『
首
書
』
と
略
称
す
る
こ
と
も
あ
る
。）
は
、「
首
書
」
す
な
わ
ち
、

頭
注
形
式
の
注
釈
書
で
あ
る
。
こ
れ
以
後
の
注
釈
書
の
基
盤
と
な
る
よ
う
な
、
行
き
届
い
た

『
方
丈
記
』
の
注
釈
書
で
あ
る
。
な
お
、
書
名
は
『
方
丈
記
之
抄
』『
鴨
長
明
方
丈
記
抄
』
な
ど

も
あ
る
が
、
本
稿
で
は
注
釈
ス
タ
イ
ル
が
明
示
さ
れ
る
『
首
書
方
丈
記
』
と
い
う
名
称
を
使
用

す
る
。
冒
頭
に
は
、
賀
茂
社
の
由
来
、『
吾
妻
鑑
』
建
暦
元
年
十
月
の
、
長
明
と
源
実
朝
と
の

会
見
記
事
、
長
明
の
『
千
載
集
』『
新
古
今
集
』
入
集
歌
の
抜
粋
や
著
作
、
方
丈
室
の
由
来
な

ど
の
総
論
が
あ
り
、
末
尾
に
明
暦
三
年
十
一
月
と
あ
る
。

 　

注
釈
の
特
徴
は
、
語
釈
中
心
で
、
出
典
や
意
味
の
解
説
な
ど
を
、
簡
略
に
記
述
す
る
。『
方

丈
記
』
の
最
初
の
注
釈
書
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
的
確
、
詳
細
な
注
釈
を
付
け
る
こ
と
が

で
き
た
の
は
、
元
隣
の
学
識
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
当
時
す
で
に
各
種
の
『
徒
然
草
』
の
注
釈

書
が
刊
行
さ
れ
て
い
た
こ
と
と
も
か
か
わ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か（

２
）。

時
に
、
文
意
を
わ
か
り

や
す
く
解
説
す
る
こ
と
も
あ
る
。
注
釈
に
使
用
し
て
い
る
参
考
文
献
と
し
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
書
籍
を
用
い
て
お
り
、
特
定
の
分
野
に
力
点
を
置
い
て
注
釈
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い

よ
う
に
感
じ
ら
れ
る
。
注
釈
箇
所
に
出
て
く
る
書
名
を
、
順
に
重
複
を
省
い
て
挙
げ
て
ゆ
く

と
、
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
『
論
語
』『
古
今
和
歌
集
』『
金
剛
経
』『
堀
川
百
首
』『
白
居
易
詩
』『
荘
子
』『
仏
書
』『
李
白
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詩
序
』『
古
今
仮
名
序
』『
春
秋
』『
拾
芥
抄
』『
阿
房
宮
賦
』『
左
伝
』『
和
名
抄
』『
平
家
物
語
』

『
奥
義
抄
』『
日
本
紀
』『
伊
勢
物
語
』『
史
記
』『
曲
礼
』『
古
語
（
往
生
要
集
）』『
列
子
』『
八

識
田
中
』『
撰
集
抄
』『
琵
琶
行
』『
孟
子
』『
拾
遺
集
』『
後
撰
集
』『
新
古
今
集
』『
和
漢
朗
詠

集
』『
後
撰
集
』『
続
古
今
集
』『
無
名
抄
』『
夫
木
集
』『
源
氏
物
語
』『
帰
去
来
辞
』

　

こ
の
よ
う
に
、
漢
籍
・
仏
書
・
和
歌
・
歌
論
書
と
多
彩
だ
が
、
引
用
頻
度
が
比
較
的
多
い
の

は
、『
論
語
』
と
『
荘
子
』
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
こ
れ
ら
の
中
で
、
特
に
中
心
と
な
っ
て
い

る
分
野
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
書
籍
か
ら
引
用
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
れ
ら
の
引
用

書
目
か
ら
、『
首
書
方
丈
記
』
の
注
釈
態
度
を
概
括
す
る
な
ら
ば
、『
方
丈
記
』
の
思
想
や
鴨
長

明
の
主
張
に
対
し
て
、
特
定
の
方
向
付
け
は
し
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
頭
注
に
お
い

て
、
特
に
詳
し
く
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、「
木
の
丸
殿
」
の
解
説
を
『
奥
義
抄
』
か
ら
引
用

し
た
箇
所
、
お
よ
び
、
末
尾
近
く
で
「
こ
と
に
ふ
れ
て
執
心
な
か
れ
」
の
解
説
を
『
金
剛
経
』

か
ら
引
用
し
て
い
る
箇
所
で
あ
る
。

　

全
体
に
簡
潔
・
簡
略
な
注
釈
で
あ
る
が
、『
方
丈
記
』
の
原
文
で
、
当
時
の
一
般
読
者
が
難

解
に
感
じ
る
で
あ
ろ
う
箇
所
に
、
簡
潔
適
切
な
注
が
付
い
て
い
る
。『
方
丈
記
』
の
最
初
の
注

釈
書
と
し
て
、
有
益
な
も
の
と
言
え
よ
う
。
そ
の
こ
と
は
、
本
稿
の
中
心
テ
ー
マ
で
あ
る
『
方

丈
記
諺
解
』
が
、
そ
の
注
釈
の
ほ
と
ん
ど
を
『
首
書
方
丈
記
』
に
拠
っ
て
い
る
こ
と
に
も
繋
が

っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
『
首
書
』
の
注
釈
態
度
に
対
し
て
、
次
の
『
方
丈
記
訵
説
』

で
は
ど
う
な
る
だ
ろ
う
か
。

三
　
大
和
田
気
求
『
方
丈
記
訵
説
』
の
概
観

　
『
方
丈
記
訵
説
』（
以
下
、『
訵
説
』
と
略
称
す
る
こ
と
が
あ
る
。）
は
、
大
和
田
気
求
（
？
〜

一
六
七
二
）
に
よ
る
注
釈
書
で
、『
首
書
』
と
同
じ
く
、
明
暦
四
年
（
一
六
五
八
）
に
刊
行
さ

れ
た
。『
訵
説
』
に
も
冒
頭
に
総
論
が
あ
り
、
方
丈
の
庵
室
の
先
蹤
と
し
て
維
摩
詰
の
室
に
触

れ
、
賀
茂
社
の
由
来
や
長
明
の
経
歴
な
ど
を
記
す
。
そ
の
中
で
『
十
訓
抄
』
に
長
明
に
関
す
る

記
述
が
あ
る
こ
と
に
言
及
し
た
の
は
、
新
し
い
指
摘
で
あ
る
。
ま
た
、
源
信
の
『
三
界
義
』
に

も
触
れ
て
、『
方
丈
記
』
の
作
意
は
、「
大
小
三
災
を
以
て
長
明
時
代
に
合
せ
」「
遁
世
の
亀
鑑

を
遺
す
」
こ
と
で
あ
る
と
書
い
て
い
る
。
こ
の
視
点
は
、
加
藤
磐
斎
に
よ
っ
て
さ
ら
に
詳
述
さ

れ
て
ゆ
く
。
注
釈
箇
所
に
出
て
く
る
書
名
を
、
順
に
重
複
を
省
い
て
挙
げ
て
み
よ
う
。『
首
書
』

に
出
て
き
た
書
名
も
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
書
籍
が
か
な
り
あ
り
、
博
引
傍
証
の
印
象
を
受
け

る
。

　
『
十
訓
抄
』『
真
字
本
方
丈
記
』『
後
撰
集
』『
集
韻
』『
大
和
物
語
』『
維
摩
経
』『
法
華
経
』

『
伊
勢
物
語
』『
万
葉
集
』『
釈
名
』『
字
彙
』『
広
韻
』『
蘭
亭
記
』「
源
光
行
の
和
歌
」『
徒
然

草
』『
古
今
集
』『
白
氏
文
集
』『
栄
華
物
語
』『
周
礼
疾
医
註
』『
金
剛
経
』「
解
脱
上
人
の
漢

文
」『
礼
記
』『
撰
集
抄
』「
曽
祢
好
忠
の
歌
」『
漢
書
』『
論
語
子
罕
篇
』『
素
問
』『
言
塵
集
』

『
白
虎
通
』『
枕
草
子
』『
拾
芥
抄
』『
職
原
抄
』「
呉
融
の
詩
」『
源
語
類
衆
』『
大
智
度
論
』『
孟

子
』『
韻
会
』『
仏
地
論
』『
池
亭
記
』『
日
本
紀
』『
三
界
義
』『
荘
子
』『
平
家
物
語
』「
後
伏
見

院
の
歌
」「
李
約
の
詩
」『
奥
義
抄
』『
往
生
要
集
』『
国
語
辰
禽
』『
長
恨
歌
』『
続
後
撰
集
』

『
詞
花
集
』『
荀
子
』『
六
韜
（
兵
法
）』『
洪
範
五
行
伝
』『
梁
元
纂
要
』『
孝
経
』『
左
伝
』『
禁

秘
抄
』『
源
氏
物
語
・
夕
顔
巻
』『
文
選
』「
張
文
潜
の
詩
」『
論
語
』『
出
曜
経
』『
列
子
』『
毛

詩
大
雅
』『
観
無
量
寿
経
』『
小
学
』『
大
毘
盧
遮
那
経
』「
素
性
法
師
の
歌
」『
東
鏡
』『
格
物

論
』『
神
祇
八
代
目
』『
元
亨
釈
書
』「
西
行
の
歌
」『
老
子
』『
真
宗
皇
帝
勧
学
文
』『
韻
学
集

成
』『
陶
淵
明
』『
八
雲
御
抄
』「
定
家
の
歌
」『
春
秋
』『
毘
婆
沙
論
』「
式
部
大
史
広
範
の
歌
」

『
源
氏
物
語
・
空
蟬
巻
』「
和
泉
式
部
の
歌
」『
拾
遺
集
』『
祖
庭
事
苑
』『
淮
南
子
』『
風
俗
通

義
』『
唐
書
』『
説
文
』「
選
子
内
親
王
の
歌
」『
新
勅
撰
集
』『
続
千
載
集
』『
十
王
経
（
偽
経
）』

『
当
麻
中
将
姫
山
居
十
句
』「
同
縁
起
の
歌
」『
長
明
道
の
記
』『
琵
琶
行
』『
呂
氏
春
秋
』『
釈
氏

要
覧
』「
柳
文
の
詩
」「
俊
成
・
頼
基
の
歌
」『
無
名
抄
』「
寂
然
法
師
の
歌
」『
白
居
易
詩
・
三

五
夜
中
』「
信
実
の
歌
」『
比
山
移
文
』『
堀
川
院
百
首
』「
大
進
の
歌
」『
玉
葉
集
』『
伝
灯
録
』

『
源
氏
物
語
・
桐
壺
巻
』『
花
鳥
余
情
』『
北
史
』『
維
摩
文
殊
問
疾
品
』『
詩
経
』『
心
学
彖
見
』

「
韓
退
之
の
詩
序
」『
孟
子
』『
詩
経
小
雅
』『
詩
学
大
成
』「
蘇
子
由
の
詩
」『
司
馬
法
』『
帰
去

来
の
辞
』『
仏
説
医
経
』『
華
厳
経
』『
大
智
度
論
』『
浄
名
疏
』『
長
明
発
心
集
』『
四
十
二
章

経
』『
摩
訶
止
観
』「
顕
頼
の
歌
」『
因
果
経
』「
後
京
極
・
慈
鎮
の
歌
」『
文
選
・
東
京
賦
』

　

以
上
が
、『
訵
説
』
の
主
な
引
用
書
目
で
あ
る
。『
首
書
』
と
比
べ
て
、
広
範
囲
な
文
献
を
参

照
し
て
注
釈
が
施
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
漢
籍
・
仏
典
・
音
韻
学
に
関
す
る
書
物
が
目

立
つ
こ
と
も
特
徴
と
言
え
よ
う
。
ま
た
、『
平
家
物
語
』
や
『
池
亭
記
』
と
の
類
似
箇
所
の
指

摘
が
詳
し
い
の
も
『
訵
説
』
の
特
徴
で
あ
る
。

　

こ
の
他
に
も
、『
首
書
』
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
注
釈
態
度
と
し
て
、
以
下
の
三
点
が
重
要

で
あ
ろ
う
。
第
一
に
、「
真
字
本
」「
異
本
」
に
言
及
す
る
注
釈
が
目
立
つ
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

は
『
首
書
』
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
本
文
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
と
言
え
よ
う
が
、
そ
の
他

の
引
用
書
物
で
、
中
国
や
日
本
の
字
書
類
か
ら
の
引
用
が
多
い
こ
と
と
も
繋
が
っ
て
い
る
と
思

わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
言
語
へ
の
関
心
の
強
さ
が
、
そ
の
背
景
に
あ
る
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
こ

と
は
、
大
和
田
気
求
が
、『
字
集
便
覧
』
な
ど
を
出
版
し
た
京
都
の
書
肆
で
あ
る
こ
と
や
、
古

典
・
韻
学
に
造
詣
が
深
い
人
物
で
あ
る（

３
）こ
と
と
の
関
わ
り
が
あ
ろ
う
。
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第
二
に
、「
安
元
の
大
火
」
の
注
釈
で
、『
枕
草
子
』
に
書
か
れ
て
い
る
近
隣
で
起
き
た
火

事
に
伴
う
不
安
と
心
配
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。「
都
の
た
つ
み
よ
り
火
出
来
た
り
て
」

と
い
う
部
分
の
本
文
の
、「
火
出
来
り
て
」
の
頭
注
に
「
清
少
納
言
枕
草
子
に
ち
か
き
ほ
ど
に

火
出
来
ぬ
と
い
ふ
さ
れ
た
か
い
と
さ
は
が
し
」
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
本
文
は

意
味
が
通
ら
な
い
。
こ
の
部
分
は
、
春
曙
抄
本
も
三
差
本
も
「
近
き
程
に
、
火
、
出
来
ぬ
と
言

ふ
。
さ
れ
ど
燃
え
は
、
付
か
ざ
り
け
る
。」
と
い
う
「
騒
が
し
き
物
」
の
一
節
で
あ
る
。
そ
も

そ
も
『
方
丈
記
』
と
『
枕
草
子
』
の
間
に
は
、
関
連
性
が
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の
だ
が
、
こ

の
箇
所
を
挙
げ
て
い
る
の
は
、
気
求
が
、『
枕
草
子
』
を
も
注
意
深
く
読
ん
で
い
た
証
し
と
な

ろ
う
。
た
だ
し
、
大
和
田
気
求
の
場
合
、
こ
こ
で
も
や
は
り
、「
火
出
来
る
」
と
い
う
言
葉
が
、

『
方
丈
記
』
と
『
枕
草
子
』
の
両
方
に
出
て
く
る
と
い
う
、
言
語
的
な
関
心
か
ら
の
こ
と
で
あ

る
と
思
わ
れ
る（

４
）。

　

第
三
に
『
池
亭
記
』
の
表
現
と
の
類
似
性
の
指
摘
は
、
現
代
で
も
重
要
な
視
点
と
な
っ
て
い

る
。
む
し
ろ
、『
方
丈
記
』
と
『
池
亭
記
』
の
関
連
性
は
、
現
代
で
は
研
究
の
常
識
と
さ
え
言

え
る
く
ら
い
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
出
発
点
が
こ
の
『
訵
説
』
で
あ
り
、
こ
の
段
階
で

す
で
に
『
池
亭
記
』
と
の
深
い
関
わ
り
が
比
較
検
討
さ
れ
、
表
現
に
お
い
て
も
、
ま
た
、
発
想

に
お
い
て
も
『
方
丈
記
』
の
重
要
な
基
盤
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
た
。
こ
の
こ
と
の

意
義
は
大
き
い
。

四
　
加
藤
磐
斎
『
方
丈
記
抄
』
の
概
観

　
『
方
丈
記
抄
』
は
、
加
藤
磐
斎
に
よ
る
『
方
丈
記
』
の
注
釈
書
で
、
延
宝
二
年
（
一
六
七
四
）

の
刊
行
で
あ
る
。『
首
書
』
と
『
訵
説
』
が
相
次
い
で
刊
行
さ
れ
た
明
暦
期
以
後
、
二
十
年
近

い
空
白
を
置
い
て
、
よ
う
や
く
三
番
目
の
『
方
丈
記
』
の
注
釈
書
が
刊
行
さ
れ
た
。
先
行
す
る

二
種
類
の
注
釈
書
と
の
比
較
検
討
を
中
心
に
、『
方
丈
記
抄
』
を
概
観
し
て
み
よ
う
。

  

ま
ず
、
注
釈
書
の
ス
タ
イ
ル
と
し
て
、
先
行
す
る
二
種
が
、
ど
ち
ら
も
頭
注
形
式
で
あ
っ
た

の
に
対
し
て
、『
方
丈
記
抄
』
は
、
頭
注
を
付
け
ず
に
、
本
文
を
適
宜
区
切
り
な
が
ら
掲
載
し
、

そ
の
本
文
の
直
後
に
、
語
釈
・
文
意
の
解
説
・
評
釈
を
書
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
取
る
。
し
た

が
っ
て
、
一
目
で
、
わ
か
り
や
す
く
要
点
が
読
め
る
と
い
う
よ
り
も
、
順
に
、
丁
寧
に
読
み
進

め
て
い
っ
て
初
め
て
、
全
体
の
作
品
像
が
明
確
に
な
る
仕
組
み
と
言
え
よ
う
。

　
『
方
丈
記
抄
』
の
注
釈
の
特
徴
は
、
本
文
を
逐
語
的
に
解
説
し
て
ゆ
く
点
に
あ
る
。
そ
の
際

に
、
仏
教
思
想
に
よ
る
解
説
が
詳
し
く
、
こ
の
注
釈
書
自
体
が
、
あ
た
か
も
仏
書
の
よ
う
で
あ

る
。
す
な
わ
ち
、『
方
丈
記
』
の
主
題
を
、「
諸
法
は
空
な
り
と
し
ら
せ
ん
が
為
也
」「
身
と
家

と
に
着
す
べ
き
に
あ
ら
ず
と
い
ふ
心
な
り
」「
も
の
の
空
な
る
こ
と
は
り
を
い
へ
る
故
に
、
三

災
の
相
を
か
り
て
か
け
る
と
見
え
た
り
」
な
ど
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
、
表
現
法
の
解
説
が
詳

し
く
、「
三
周
の
説
法
」（『
源
氏
物
語
』
帚
木
巻
・
雨
夜
の
品
定
め
に
も
見
ら
れ
る
、
具
体
例

を
出
し
て
説
く
筆
法
）、「
影
略
互
見
」（
書
い
た
も
の
に
よ
っ
て
、
省
略
し
た
こ
と
も
暗
示
す

る
筆
法
）、「
譬
説
（
譬
え
に
よ
っ
て
理
解
さ
せ
る
方
法
）」「
因
縁
説
」「
三
災
（
小
三
災
、
刀

兵
災
・
疾
疫
災
・
飢
饉
災
／
大
三
災
、
火
災
・
水
災
・
風
災
）」
な
ど
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
よ
っ

て
解
釈
・
解
説
し
て
ゆ
く
。

　

先
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
方
丈
記
抄
』
は
、
前
半
の
災
害
記
の
部
分
で
は
、
本
文
を
細
分
化

し
て
区
切
り
な
が
ら
、
語
釈
と
解
説
を
続
け
て
書
い
て
い
る
点
が
特
徴
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
本

文
を
掲
げ
た
後
に
、
少
し
小
さ
な
字
で
一
字
下
げ
で
書
か
れ
て
い
る
部
分
は
、
一
見
す
る
と
、

語
釈
と
解
説
が
連
続
し
て
い
る
の
で
、
あ
る
特
定
の
難
語
や
地
名
や
固
有
名
詞
の
語
釈
部
分
を

切
り
出
し
に
く
い
が
、
順
に
読
ん
で
ゆ
く
と
、
ま
る
で
、
目
の
前
で
講
師
が
、
逐
一
、『
方
丈

記
』
の
全
文
講
読
の
講
義
を
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
、
臨
場
感
が
あ
る
。

　

た
と
え
ば
、「
安
元
の
大
火
」
に
つ
い
て
、「
此
の
一
段
、
因
縁
説
に
大
小
の
三
災
の
す
が
た

を
用
い
る
。
そ
の
一
な
り
。
こ
れ
は
火
災
を
い
へ
り
」
と
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
こ
と
自
体
は

す
で
に
、『
訵
説
』
で
も
書
か
れ
て
い
た
。
ま
た
、「
安
元
の
大
火
」
の
具
体
的
な
記
述
に
つ
い

て
、「
か
く
の
ご
と
く
こ
ま
か
に
し
る
す
事
、
記
の
文
体
な
り
」「
事
を
記
し
て
論
を
書
く
こ

と
、
文
の
一
体
な
り
」
な
ど
と
、
文
章
の
表
現
に
着
目
し
て
文
体
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
て
解

説
す
る
。
ま
た
、「
都
の
う
ち
三
分
が
一
に
を
よ
べ
り
と
ぞ
」
の
部
分
で
は
、「
と
ぞ
と
は
、
人

伝
に
聞
き
た
る
よ
し
な
り
。
源
氏
物
語
に
あ
る
筆
法
也
」
と
も
書
い
て
、『
源
氏
物
語
』
の
名

前
を
出
し
て
、
解
説
し
て
い
る
。「
治
承
の
辻
風
」
の
こ
と
は
、「
此
の
一
段
、
風
災
を
思
ひ
寄

せ
た
り
」
と
そ
の
主
旨
を
簡
潔
に
示
し
、「
福
原
遷
都
」
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
「
刀
兵
災
を

思
ひ
寄
せ
た
る
と
み
え
た
り
。
段
の
お
も
て
に
軍
の
事
は
み
え
ね
ど
も
、
源
平
の
乱
も
、
此
の

都
う
つ
り
な
ど
よ
り
事
お
こ
り
た
れ
ば
、
則
ち
、
刀
兵
の
如
し
」
と
書
い
て
い
る
の
が
注
目
さ

れ
る
。『
方
丈
記
』
に
は
、
同
時
代
の
大
き
な
出
来
事
で
あ
る
源
平
争
乱
に
一
言
も
触
れ
て
い

な
い
こ
と
か
ら
、
そ
こ
に
鴨
長
明
の
ど
の
よ
う
な
意
図
が
込
め
ら
れ
て
い
る
か
、
論
者
に
よ
り

さ
ま
ざ
ま
に
推
測
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
点
に
つ
い
て
わ
た
く
し
は
、
長
明
は
、「
人
と
栖
」
に

執
筆
基
準
を
絞
っ
て
い
る
故
に
、
源
平
争
乱
自
体
は
そ
の
基
準
か
ら
は
ず
れ
る
と
い
う
認
識
が

あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
と
推
測
し
て
い
る
が
、『
方
丈
記
抄
』
の
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
、『
方
丈

記
』
の
中
に
源
平
争
乱
の
こ
と
も
入
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
ち
な
み
に
、『
訵
説
』
で
は
こ

の
よ
う
な
解
釈
は
さ
れ
て
い
な
い
。
磐
斎
は
「
因
縁
説
の
三
災
」
に
逐
一
当
て
嵌
め
る
こ
と
に

よ
っ
て
、『
方
丈
記
』
の
前
半
に
書
か
れ
て
い
る
出
来
事
を
、
歴
史
の
流
れ
の
中
で
位
置
付
け

た
こ
と
に
な
ろ
う
。

　
「
養
和
の
飢
饉
」
に
つ
い
て
は
、「
此
の
一
段
は
飢
饉
災
と
、
疾
病
災
と
を
、
思
ひ
寄
せ
て
か
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『方丈記諺解』の注釈態度

け
る
物
な
り
。」
と
あ
る
。
飢
饉
の
惨
状
を
、「
五
畿
内
の
事
を
ば
こ
ま
か
に
い
ひ
て
、
諸
国
も

か
く
の
ご
と
し
と
、
影
略
互
見
し
て
言
へ
り
」
と
あ
る
。
こ
の
部
分
の
ま
と
め
と
し
て
、「
さ

れ
ば
政
を
す
る
人
の
、
根
本
た
る
こ
と
を
い
ま
し
め
て
、
か
く
い
へ
る
に
や
。」
と
あ
る
こ
と

か
ら
見
れ
ば
、『
方
丈
記
』
に
は
、
政
道
論
的
な
側
面
が
あ
る
と
解
釈
し
て
お
り
、
こ
の
よ
う

な
観
点
は
、『
首
書
』
と
『
訵
説
』
に
は
見
ら
れ
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
「
元
暦
の
地
震
」
に
つ
い
て
は
、「
此
の
段
は
、
水
災
の
相
に
思
ひ
寄
せ
た
り
。
地
動
は
水
災

に
と
る
子
細
あ
り
」「
こ
れ
ま
で
大
小
三
災
み
な
お
は
り
ぬ
」
と
書
い
て
い
る
。「
元
暦
の
地

震
」
を
、
水
災
と
把
握
し
て
い
る
の
は
意
外
で
あ
る
が
、
確
か
に
『
方
丈
記
抄
』
の
本
文
で
地

震
の
描
写
を
抽
出
し
て
み
る
と
、「
山
く
づ
れ
て
河
を
う
づ
み
、
海
か
た
ぶ
き
て
陸
を
ひ
た
せ

り
。
つ
ち
さ
け
て
水
わ
き
あ
が
り
、
い
は
ほ
わ
れ
て
谷
に
ま
ろ
び
入
る
。
渚
こ
ぐ
舟
は
な
み
に

た
だ
よ
ひ
、
道
行
く
駒
は
足
の
た
ち
ど
を
ま
と
は
せ
り
。」
と
あ
っ
て
、
水
と
の
関
わ
り
で
書

か
れ
て
い
る
。
現
代
に
お
い
て
は
、『
方
丈
記
』
の
前
半
の
五
つ
の
災
害
は
「
五
大
災
厄
」
と

い
う
言
葉
で
把
握
さ
れ
、
五
つ
の
大
災
害
が
リ
ア
ル
に
描
か
れ
た
「
災
害
記
」
い
う
認
識
が
一

般
的
で
あ
る
よ
う
に
思
う
が
、
磐
斎
は
、
仏
教
で
言
う
と
こ
ろ
の
「
大
小
三
災
」
を
そ
れ
ぞ
れ

に
当
て
嵌
め
て
解
釈
し
て
い
る
。
仏
教
的
な
解
釈
で
あ
る
が
、
作
品
内
部
の
構
造
を
「
大
小
三

災
」
と
い
う
統
一
的
な
観
点
か
ら
把
握
し
て
、
一
定
の
説
得
力
を
持
つ
。

　
『
方
丈
記
抄
』
に
お
い
て
は
、『
方
丈
記
』
の
前
半
に
書
か
れ
て
い
る
い
わ
ゆ
る
「
五
大
災

厄
」
は
、
自
然
災
害
が
立
て
続
け
に
五
種
類
襲
い
か
か
っ
た
と
い
う
感
覚
で
は
な
く
、
あ
く
ま

で
も
、
仏
教
の
教
義
に
沿
っ
た
現
象
と
し
て
理
解
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、「
安

元
の
大
火
」
が
火
災
、「
治
承
の
辻
風
」
が
風
災
、「
福
原
遷
都
」
は
刀
兵
災
、「
養
和
の
飢
饉
」

が
飢
饉
災
と
疾
病
災
、
そ
し
て
「
元
暦
の
地
震
」
が
水
災
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
仏
教
の
大
三

災
・
小
三
災
に
当
て
嵌
め
た
解
釈
が
完
成
す
る
。
け
れ
ど
も
、
鴨
長
明
が
『
方
丈
記
』
の
前
半

に
、
自
分
が
体
験
し
た
三
十
年
も
前
の
五
つ
の
大
災
害
を
、
そ
の
被
害
状
況
に
力
点
を
置
い

て
、
具
体
的
な
数
字
を
多
用
し
な
が
ら
写
実
的
に
書
き
綴
っ
た
時
、
長
明
自
身
の
脳
裏
に
、
大

三
災
・
小
三
災
と
い
う
仏
教
概
念
が
明
確
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
加
藤
磐
斎
が
、

こ
の
概
念
を
適
用
し
て
、『
方
丈
記
』
の
前
半
の
記
述
を
解
釈
し
、
把
握
し
た
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。

　

な
お
、
磐
斎
が
、「
元
暦
の
地
震
」
の
部
分
で
、「
武
士
の
ひ
と
り
子
の
事
を
い
へ
る
は
、
親

子
の
哀
れ
を
い
ひ
て
、
人
は
子
と
い
ふ
物
も
つ
ま
じ
き
教
を
い
へ
る
な
る
べ
し
」
と
述
べ
て
い

る
の
は
、「
大
福
光
寺
本
」
に
は
欠
落
し
て
い
る
場
面
、
す
な
わ
ち
、
武
士
の
子
ど
も
が
壁
の

下
敷
き
に
な
っ
て
亡
く
な
り
、
親
が
声
を
あ
げ
て
泣
き
悲
し
ん
だ
場
面
を
指
し
て
お
り
、『
方

丈
記
抄
』
の
本
文
が
、
江
戸
時
代
の
『
方
丈
記
』
の
流
布
本
に
よ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し

て
、
そ
の
場
面
へ
の
評
論
と
し
て
、
子
ど
も
を
持
た
な
い
生
き
方
を
よ
し
と
し
て
い
る
の
は
、

お
そ
ら
く
『
徒
然
草
』
の
第
六
段
の
「
我
が
身
の
や
ん
ご
と
な
か
ら
ん
に
も
、
ま
し
て
数
な
ら

ざ
ら
ん
に
も
、
子
と
い
ふ
物
、
無
く
て
有
り
な
ん
。」
と
い
う
兼
好
の
考
え
を
反
映
し
て
い
る

の
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
と
こ
ろ
に
『
徒
然
草
』
の
影
響
力
が
垣
間
見
ら
れ
る

　
『
方
丈
記
抄
』
で
は
、「
元
暦
の
地
震
」
の
後
、「
す
な
は
ち
人
み
な
あ
じ
き
な
き
事
を
述
べ

て
」
か
ら
「
玉
ゆ
ら
も
心
を
な
ぐ
さ
む
べ
き
」
ま
で
の
本
文
を
、「
此
の
一
段
、
水
火
風
・
刀

兵
飢
饉
疾
病
あ
ら
ぬ
時
も
、
世
に
は
住
み
が
た
き
事
を
述
べ
た
り
。
世
の
中
に
住
ま
ん
と
す
れ

ば
、
い
ろ
い
ろ
の
災
難
に
お
そ
れ
、
災
難
の
な
き
時
も
、
か
く
有
り
て
住
み
が
た
き
と
い
ふ
事

を
記
し
た
り
」
と
述
べ
て
、
此
の
箇
所
を
第
二
段
と
し
て
独
立
さ
せ
た
段
落
構
成
の
基
準
に
言

及
し
て
い
る
。

　

そ
の
後
の
「
わ
が
身
、
父
方
の
祖
母
の
家
を
伝
へ
て
」
か
ら
「
む
な
し
く
大
原
山
の
雲
に
い

く
そ
ば
く
の
春
秋
を
か
経
る
」
ま
で
を
、『
方
丈
抄
』
の
最
初
か
ら
見
る
と
第
三
段
落
と
し
て

い
る
。
そ
れ
は
、
こ
の
部
分
を
、「
世
を
背
き
家
を
出
た
る
趣
を
書
け
り
。」
と
す
る
か
ら
で
あ

る
と
、
説
明
し
て
い
る
。

　
『
方
丈
記
抄
』
で
は
、
そ
の
後
の
「
こ
こ
に
、
六
十
の
露
き
え
が
た
に
を
よ
び
て
」
か
ら
末

尾
ま
で
を
ま
と
め
て
一
段
と
し
て
、「
此
の
一
段
、
山
中
の
方
丈
の
楽
み
を
い
へ
り
。
此
の
一

段
正
文
也
。
こ
れ
を
い
は
ん
と
て
、
い
ろ
い
ろ
の
事
を
述
べ
た
り
」、
と
概
括
し
て
い
る
。
こ

の
構
成
区
分
と
そ
の
理
由
は
か
な
り
独
自
の
視
点
で
あ
る
と
思
う
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
後
半
に
関

し
て
は
、
前
半
と
異
な
る
注
釈
態
度
を
取
る
こ
と
に
な
り
、
こ
の
よ
う
に
一
つ
の
作
品
の
注
釈

書
の
中
で
、
注
釈
ス
タ
イ
ル
を
変
え
る
の
は
、
珍
し
い
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。

　

先
ほ
ど
、『
方
丈
記
抄
』
は
、
本
文
を
短
く
区
切
っ
て
注
釈
し
、
そ
の
注
釈
は
語
釈
と
、
文

脈
の
解
説
、
そ
の
評
釈
か
ら
な
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
。
こ
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
の
特
徴

は
、
そ
の
一
区
切
り
ご
と
に
解
説
や
批
評
を
書
け
る
こ
と
で
、
そ
こ
に
頭
注
形
式
と
は
異
な
る

注
釈
法
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
後
半
で
は
、
本
文
を
細
分
化
せ
ず
に
、
ひ
と
ま
と
ま
り
と

し
て
捉
え
て
い
る
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、
今
引
用
し
た
、「
此
の
一
段
、
山
中
の
方
丈
の
楽
み

を
い
へ
り
。
此
の
一
段
正
文
也
。
こ
れ
を
い
は
ん
と
て
、
い
ろ
い
ろ
の
事
を
述
べ
た
り
」
と
い

う
部
分
は
、
き
わ
め
て
重
要
な
磐
斎
の
作
品
批
評
と
な
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
、「
正
文
」
と
は
、

「
説
明
・
注
釈
な
ど
に
対
し
て
文
書
の
本
文
」（『
日
本
国
語
大
辞
典
』）
の
意
で
あ
る
か
ら
、
磐

斎
は
、『
方
丈
記
』
の
前
半
と
そ
れ
に
続
く
部
分
、
す
な
わ
ち
彼
の
区
切
り
方
に
よ
れ
ば
三
段

落
ま
で
は
、「
説
明
・
注
釈
」
に
あ
た
る
部
分
で
あ
り
、
そ
の
説
明
や
注
釈
と
は
、
す
べ
て
こ

れ
以
後
の
方
丈
の
庵
で
の
閑
居
の
楽
し
み
を
述
べ
る
た
め
の
も
の
で
あ
る
と
い
う
『
方
丈
記
』

に
対
す
る
作
品
理
解
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

今
回
、『
方
丈
記
諺
解
』
の
注
釈
態
度
を
考
察
す
る
に
あ
た
り
、
先
行
す
る
三
種
の
注
釈
書

を
精
読
し
た
の
だ
が
、
こ
こ
に
至
っ
て
『
方
丈
記
抄
』
の
先
取
性
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
た
。
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と
い
う
の
は
、
こ
の
加
藤
磐
斎
に
よ
る
『
方
丈
記
抄
』
は
、
仏
教
的
な
観
点
か
ら
の
注
釈
が
特

徴
で
あ
っ
て
、
そ
の
点
が
枠
組
み
と
な
っ
て
い
て
、
文
学
と
し
て
の
『
方
丈
記
』
を
十
分
に
把

握
し
切
れ
て
い
な
い
憾
み
を
感
じ
て
い
た
の
だ
が
、『
方
丈
記
』
の
後
半
に
対
す
る
磐
斎
の
評

価
は
、
芭
蕉
と
の
繋
が
り
を
思
わ
せ
る
見
落
と
す
こ
と
の
出
来
な
い
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
点
に
つ
い
て
、
略
述
し
て
『
方
丈
記
抄
』
の
ま
と
め
と
し
た
い
。

　

松
尾
芭
蕉
の
『
方
丈
記
』
へ
の
関
心
は
、
注
釈
者
た
ち
に
も
劣
ら
ぬ
問
題
意
識
を
持
っ
て
い

た
と
思
う
。
そ
の
こ
と
は
、
た
と
え
ば
芭
蕉
の
俳
文
『
幻
住
庵
記
』
に
お
け
る
『
池
亭
記
』
の

表
現
摂
取
、『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
冒
頭
文
に
お
け
る
李
白
の
漢
詩
の
摂
取
な
ど
が
、『
方
丈

記
』
の
注
釈
書
の
摂
取
を
暗
示
さ
せ
る
も
の
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
さ
ら
に
付
け
加
え
れ
ば
、

芭
蕉
が
『
方
丈
記
』
の
全
体
像
を
ど
の
よ
う
に
把
握
し
て
い
た
か
を
示
す
も
の
と
し
て
、『
幻

住
庵
記
』
の
推
敲
過
程
で
、
弟
子
の
去
来
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
た
書
簡
に
触
れ
て
お
き
た
い
。

こ
の
書
簡
は
元
禄
三
年
（
一
六
九
〇
）
八
月
に
書
か
れ
た
去
来
宛
の
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
に
芭

蕉
は
、「
長
明
方
丈
の
記
を
読
に
、
方
丈
の
事
い
は
ん
と
て
、
新
都
の
躁
動
・
火
事
・
地
震
の

乱
れ
、
皆
是
栖
の
上
を
い
は
む
と
な
り（

５
）」

と
あ
っ
て
、
芭
蕉
は
明
ら
か
に
『
方
丈
記
』
の
主
眼

を
後
半
部
の
閑
居
生
活
に
求
め
た
。
そ
の
作
品
理
解
は
、
加
藤
磐
斎
の
『
方
丈
記
抄
』
に
書
か

れ
て
い
た
こ
と
と
一
致
す
る
。
芭
蕉
が
こ
の
書
簡
を
書
い
た
時
、
す
で
に
『
方
丈
記
抄
』（
一

六
七
四
年
）
は
刊
行
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
れ
を
読
ん
で
芭
蕉
が
こ
の
よ
う
な
作
品
理
解
を
書
い

た
の
か
ど
う
か
は
不
明
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
磐
斎
も
芭
蕉
も
、
同
様
な
主
題
把
握
し
て
い
た

こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
、『
幻
住
庵
記
』
末
尾
と
『
方
丈
記
』
末
尾
と
の
類
似
性
に

つ
い
て
は
、
拙
著
『『
方
丈
記
』
と
『
徒
然
草
』』（
二
〇
一
八
年
、
放
送
大
学
教
育
振
興
会
）

の
第
六
章
第
二
節
で
も
述
べ
た
。

　
『
方
丈
記
抄
』
は
、
全
体
を
四
段
に
分
け
た
こ
と
を
、「
一
・
二
段
は
、
身
と
住
家
と
の
は
か

な
き
こ
と
は
り
を
述
べ
た
れ
ば
、
理
な
り
。
三
・
四
段
は
、
住
家
の
あ
り
さ
ま
を
述
べ
た
れ

ば
、
事
也
。」
な
ど
と
も
書
い
て
い
る
。『
方
丈
記
抄
』
は
、『
方
丈
記
』
の
全
体
像
を
把
握
す

る
姿
勢
が
顕
著
で
あ
り
、
ま
た
、
仏
教
思
想
に
よ
っ
て
、
内
容
を
把
握
す
る
姿
勢
も
強
か
っ

た
。
け
れ
ど
も
、
長
明
が
遂
に
獲
得
し
た
理
想
の
生
活
へ
の
共
感
を
は
っ
き
り
と
読
み
取
っ
て

い
る
点
に
、
従
来
言
わ
れ
て
き
た
よ
う
な
仏
教
的
解
釈
に
力
点
を
置
く
『
方
丈
記
抄
』
像
と
は

少
し
違
っ
た
一
面
を
、
今
回
、
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
よ
う
に
思
う
。

　

以
上
で
、『
方
丈
記
諺
解
』
に
先
行
す
る
三
種
の
注
釈
書
の
概
観
を
終
え
て
、
次
に
こ
れ
ら

の
考
察
を
踏
ま
え
て
、『
方
丈
記
諺
解
』
の
注
釈
態
度
を
解
明
し
た
い
。

五
　『
方
丈
記
諺
解
』
の
注
釈
態
度

　

さ
て
、
本
稿
で
、『
方
丈
記
諺
解
』（
以
下
、『
諺
解
』
と
略
称
す
る
こ
と
も
あ
る
。）
の
注
釈

態
度
を
テ
ー
マ
と
し
た
の
は
、
十
七
世
紀
に
刊
行
さ
れ
た
四
種
の
『
方
丈
記
』
の
注
釈
書
の
な

か
で
、『
諺
解
』
は
著
者
不
明
で
あ
る
こ
と
や
、『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』（
岩
波
書
店
）
に

立
項
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
な
ど
、
他
の
先
行
す
る
三
種
の
古
注
と
比
べ
て
、
研
究
が
進
ん
で
い

な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
研
究
を
思
い
立
っ
た
後
、
幸
運
に
も
、『
方
丈
記
諺
解
』
二
巻

二
冊
を
入
手
す
る
こ
と
も
で
き
た
。

　

ま
ず
最
初
に
『
諺
解
』
の
概
略
を
述
べ
よ
う
。『
諺
解
』
に
つ
い
て
は
、
簗
瀬
一
雄
編
『
方

丈
記
諸
注
集
成
』
に
、
解
題
と
翻
刻
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
適
宜
参
照
し
て
有
益
で
あ
る
が
、

本
稿
で
『
諺
解
』
を
考
察
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
架
蔵
の
『
方
丈
記
諺
解
』（
二
巻
二
冊
、
元

禄
七
年
二
月
刊
。
内
題
は
『
鴨
長
明
方
丈
記
諺
解
』）
を
使
用
し
た
。
本
稿
に
掲
載
し
た
図
版

も
す
べ
て
架
蔵
本
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
注
釈
書
に
は
、
複
数
の
異
な
る
書
名
が
あ
る
。
本
稿

で
記
述
す
る
際
の
書
名
は
、
架
蔵
本
の
外
題
で
あ
り
、
ま
た
、『
国
書
総
目
録
』
に
立
項
さ
れ
、

『
方
丈
記
諸
注
集
成
』
の
目
次
、
お
よ
び
解
題
で
も
使
用
さ
れ
て
い
る
『
方
丈
記
諺
解
』
に
統

一
し
た（

６
）。

　

架
蔵
『
諺
解
』
の
書
誌
を
記
せ
ば
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
架
蔵
本
は
半
紙
本
で
袋
綴
二
冊
本

で
あ
る
。
縦
二
十
二
・
三
糎
、
横
十
六
・
二
糎
。
表
紙
は
無
地
の
縹
色
で
題
簽
は
な
く
、
直
書

で
「
方
丈
記
諺
解　

上
（
下
）」
と
あ
る
。

　

上
巻
は
、
見
返
し
に
「
鴨
御
祖
社
系
図
」
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
袋
綴
の
折
り
目
部
分
に
あ

た
る
「
柱
」
に
は
、「
方
丈
諺
上　

一
」
と
あ
り
、
こ
こ
か
ら
「
一
」
と
い
う
丁
付
が
入
る
。

た
だ
し
、
普
通
な
ら
ば
一
、
二
、
三
、
四
と
な
る
は
ず
で
あ
る
が
、
一
の
次
の
丁
は
、
な
ぜ
か

「
二
ノ
三
」、
さ
ら
に
そ
の
次
に
「
四
」、「
五
」
と
あ
る
。
こ
こ
ま
で
が
、
本
文
に
入
る
前
ま
で

の
前
付
で
あ
る
。
丁
付
で
い
う
と
二
ノ
三
・
四
・
五
、
丁
数
で
い
う
と
三
丁
に
わ
た
っ
て
、
解

説
的
な
事
項
説
明
が
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
解
説
は
、「
鴨
・
長
明
・
方
丈
・
記
」
の
四
項
目

の
説
明
で
あ
る
。
架
蔵
本
に
は
、
序
文
は
入
っ
て
い
な
い
が
、
他
の
刊
本
で
は
序
文
を
持
つ
も

の
が
あ
る（

７
）。

　

本
文
の
丁
付
は
前
付
か
ら
通
し
で
つ
け
ら
れ
て
お
り
、
六
丁
か
ら
始
ま
る
。
冒
頭
に
内
題
は

書
か
れ
て
い
な
い
。
上
巻
の
最
終
丁
は
三
十
九
で
あ
る
。
そ
の
巻
尾
に
は
、「
鴨
長
明
方
丈
記

諺
解
巻
世
間
終
」
と
あ
る
。【
図
版
１
】

　
「
世
間
」
す
な
わ
ち
、
鴨
長
明
の
出
家
前
の
時
代
の
こ
と
が
書
か
れ
て
い
る
と
い
う
命
名
で

あ
る
。
上
巻
の
本
文
は
「
四
大
種
の
中
に
、
水
火
風
は
常
に
害
を
な
せ
ど
、
大
地
に
至
り
て
は
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殊
な
る
変
を
な
さ
ず
。」
ま
で
で
あ
る
。
た
だ
し
『
方
丈
記
』
を
上
下
に
分
け
る
に
際
し
て
、

こ
の
部
分
で
区
切
る
の
は
、
や
や
中
途
半
端
な
気
が
す
る
。
ち
な
み
に
、
先
に
考
察
し
た
『
方

丈
記
抄
』
で
は
、
こ
の
あ
と
の
さ
ら
に
一
文
、「
む
か
し
斉
衡
の
比
か
と
よ
、
大
な
ゐ
ふ
り
て
、

東
大
寺
の
仏
の
ミ
ぐ
し
落
な
ど
し
て
、
い
み
じ
き
事
ど
も
侍
り
け
れ
ど
、
な
を
こ
の
た
び
に
ハ

し
か
ず
と
ぞ
」
ま
で
が
、
第
一
段
落
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
「
こ
れ
ま
で
大
小
三
災
ミ
な
お
は

り
ぬ
」
と
い
う
区
分
の
基
準
に
よ
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、『
諺
解
』
で
は
、「
む
か
し
斉

衡
の
比
か
と
よ
」
か
ら
下
巻
が
始
ま
る
。

　

下
巻
の
巻
尾
に
「
鴨
長
明
方
丈
記
諺
解
巻
出
世
終
」
と
あ
る
。【
図
版
２
】「
出
世
」
と
は

「
出
世
間
」
の
こ
と
で
、「
世
俗
を
捨
て
て
仏
道
に
入
る
こ
と
。
ま
た
そ
の
人
。
出
家
。
僧
侶
。」

（『
広
辞
苑
』）
の
意
で
あ
る
。
上
巻
が
「
世
間
」
だ
っ
た
こ
と
と
対
応
し
て
い
る
。
鴨
長
明
の

人
生
を
出
家
を
境
と
し
て
、
前
後
に
二
分
し
た
捉
え
方
で
あ
る
。
現
代
で
も
『
方
丈
記
』
の
構

造
把
握
と
し
て
、
前
半
・
後
半
に
二
分
す
る
こ
と
が
多
い
が
、
そ
の
際
の
前
半
は
、「
五
大
災

厄
」
の
記
録
と
し
て
「
災
害
記
」
と
理
解
す
る
の
が
一
般
的
で
あ
り
、
こ
の
前
半
部
を
出
家
前

の
世
俗
時
代
と
し
て
「
世
間
」
と
捉
え
る
『
諺
解
』
の
『
方
丈
記
』
把
握
は
、
興
味
深
い
。

　

柱
に
は
、
上
巻
と
対
応
し
て
「
方
丈
諺
下　

四
十
」
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。
丁
数
は
四

十
か
ら
六
十
五
で
あ
る
。

　

刊
記
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
　

元
禄
七
甲
戌
暦

　
　
　
　
　

仲
春
上
句

　
　
　
　
　
　

大
坂
呉
服
町
深
江
屋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

太
郎
兵
衛
板
行（

８
）

　

元
禄
七
年
の
仲
春
、
す
な
わ
ち
、
一
六
九
四
年
二
月
の
刊
行
で
あ
る
。
な
お
、「
上
句
」
は

「
上
旬
」
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。

　
『
方
丈
記
諺
解
』
で
は
、『
方
丈
記
』
の
本
文
は
、
大
き
な
字
で
書
か
れ
、
本
文
の
行
間
を
利

用
し
て
細
か
な
字
の
傍
注
が
付
く
。
頭
注
は
、
付
い
て
い
な
い
。
ま
た
、
本
文
は
、
内
容
ご
と

に
比
較
的
短
く
区
切
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
区
切
り
ご
と
に
解
説
を
掲
げ
て
い
る
。
挿
絵
は
入
っ

て
い
な
い（

９
）。

　
『
諺
解
』
の
内
容
を
順
を
追
っ
て
紹
介
し
な
が
ら
、
そ
の
注
釈
態
度
を
明
ら
か
に
し
た
い
。

ま
ず
見
返
し
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
「
鴨
御
祖
社
系
図
」
は
、『
首
書
』『
訵
説
』
に
は
な
く
、

『
方
丈
記
抄
』
に
は
系
図
が
あ
る
が
、
そ
こ
で
は
四
十
七
名
の
名
前
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
に

対
し
て
、『
諺
解
』
で
は
二
十
七
名
で
あ
り
、
簡
略
に
な
っ
て
い
る
。
次
の
「
鴨
・
長
明
・
方

丈
・
記
」
の
四
項
目
に
関
す
る
事
項
解
説
は
、
先
行
三
種
の
注
釈
書
に
も
載
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ

で
多
少
の
違
い
が
あ
る
。
そ
の
中
で
『
諺
解
』
が
最
も
近
い
の
は
『
首
書
』
で
あ
る
。

　

本
文
に
入
っ
て
か
ら
の
注
釈
ス
タ
イ
ル
を
、
図
版
に
よ
り
な
が
ら
紹
介
し
よ
う
。
先
に
も
触

れ
た
よ
う
に
、『
諺
解
』
は
、『
首
書
』
や
『
訵
説
』
の
よ
う
な
頭
注
形
式
は
採
ら
な
い
。
本
文

を
大
き
な
字
で
掲
載
し
、
そ
の
右
横
に
細
字
で
傍
注
を
入
れ
る
。
ま
た
、
表
記
は
漢
字
・
平
仮

名
混
じ
り
で
あ
り
、
平
仮
名
が
多
い
が
、
そ
の
右
横
に
漢
字
を
宛
て
る
こ
と
が
多
い
の
で
、
意

味
が
取
り
や
す
い
。
ま
た
、
簡
略
な
説
明
は
、
そ
の
言
葉
か
ら
線
を
引
い
て
、
余
白
に
書
き
入

れ
て
い
る
。
こ
の
レ
イ
ア
ウ
ト
は
、
現
代
人
が
見
て
も
わ
か
り
や
す
く
、
ま
た
注
の
説
明
も
簡

潔
な
の
で
、
紙
面
が
す
っ
き
り
と
し
て
い
る
。
見
開
き
の
頁
で
説
明
す
る
た
め
に
、『
方
丈
記
』

の
第
二
文
か
ら
第
四
文
の
途
中
ま
で
が
書
か
れ
て
い
る
上
巻
六
丁
の
裏
（
六
ウ
）
と
七
丁
の
表

（
七
オ
）
を
取
り
上
げ
て
説
明
し
た
い
。
な
お
、
濁
点
は
適
宜
補
っ
た
。「
よ
ど
ミ
に
う
か
ぶ
う

た
か
た
ハ
。
か
つ
き
え
か
つ
む
す
び
て
。
ひ
さ
し
く
と
ま
る
事
な
し
」
の
傍
注
は
、「
よ
ど
み
」

に
つ
い
て
、「
淀
水
の
た
ま
り
を
い
ふ
」
と
あ
り
、「
う
か
ぶ
」
に
は
「
浮
」
の
漢
字
を
横
に
宛

て
、「
う
た
か
た
」
の
所
に
は
、「
泡
の
枕
言
葉
也
」
と
い
う
説
明
が
付
く
。「
か
つ
き
え
か
つ

む
す
び
て
」
は
横
に
書
か
れ
た
漢
字
を
宛
て
れ
ば
、「
且
つ
消
え
且
つ
結
び
て
」
で
あ
る
こ
と

が
わ
か
り
、
意
味
が
取
り
や
す
く
な
る
。「
む
す
び
て
」
と
「
ひ
さ
し
く
」
の
間
に
横
線
を
入

れ
て
「
其
泡
」
と
あ
る
の
は
、
こ
こ
に
こ
の
言
葉
を
補
っ
て
読
め
ば
、「
消
え
た
と
思
え
ば
ま

た
結
ん
で
、
そ
の
泡
は
常
に
生
起
を
く
り
か
え
し
て
い
る
」
と
い
う
意
味
が
よ
く
理
解
さ
れ

る
。
こ
の
よ
う
な
、
レ
イ
ア
ウ
ト
と
簡
潔
明
瞭
な
説
明
が
、
ほ
ぼ
こ
の
よ
う
な
紙
面
の
密
度

で
、
全
編
に
わ
た
っ
て
い
る
の
で
、
先
行
す
る
三
種
の
注
釈
書
と
比
べ
て
、
一
般
の
読
者
に
と

っ
て
は
、
見
や
す
い
と
同
時
に
、
必
要
十
分
な
語
釈
が
得
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ

る
。
し
か
も
『
諺
解
』
の
特
徴
と
し
て
、
本
文
を
か
な
り
細
分
化
し
て
区
切
っ
て
い
る
の
で
、

そ
の
本
文
の
直
後
に
、
内
容
を
補
足
説
明
し
た
り
、
さ
ら
に
は
、
そ
こ
か
ら
敷
衍
し
て
、
同
時

代
の
読
者
の
興
味
や
関
心
を
惹
く
よ
う
な
、
多
彩
な
評
言
を
入
れ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
こ

れ
は
『
諺
解
』
の
大
き
な
特
徴
で
あ
り
、
単
に
古
典
の
知
識
を
得
る
た
め
の
注
釈
書
と
い
う
よ

り
も
、
当
時
の
人
々
に
対
す
る
啓
蒙
書
と
し
て
の
性
格
が
見
ら
れ
る
。

　

今
、
例
に
取
っ
て
い
る
第
二
文
は
、
ほ
ん
の
二
行
ほ
ど
の
ご
く
短
い
一
文
を
独
立
し
て
区
切

っ
て
お
り
、
そ
こ
に
細
字
で
五
行
の
解
説
文
が
付
く
。
こ
の
解
説
文
の
書
き
方
も
、
堅
苦
し
い

学
問
的
な
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
流
麗
な
文
章
で
、
和
歌
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、
興
味
深
く

読
ま
せ
る
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
解
説
文
の
冒
頭
は
、「
手
に
結
ぶ
。

水
に
宿
れ
る
月
影
の
。
あ
だ
に
は
か
な
き
。
人
間
有
為
の
あ
り
さ
ま
を
。
水
の
泡
の
き
え
や
す

ふ
し
て
。
暫
し
も
と
ど
ま
ら
ざ
る
に
た
と
へ
た
り
。」
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
文
章
が
、
原

文
を
噛
み
砕
き
、
な
お
か
つ
和
歌
と
散
文
を
融
合
し
た
よ
う
な
、
一
種
の
雅
文
体
で
書
か
れ
て

い
て
、
こ
れ
自
体
が
文
芸
作
品
の
よ
う
な
雰
囲
気
を
漂
わ
す
。
先
行
の
注
釈
書
に
は
見
ら
れ
な
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か
っ
た
書
き
方
で
あ
る
。
そ
の
後
に
書
か
れ
て
い
る
『
金
剛
経
』
や
『
古
今
集
』
の
例
歌
は
、

『
首
書
』
の
頭
注
を
踏
襲
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
先
行
す
る
注
釈
書
を
活
用
し
つ
つ
も
、

独
自
の
評
言
を
入
れ
て
い
る
点
が
工
夫
で
あ
ろ
う
。【
図
版
３
】

　

も
う
一
例
、
挙
げ
て
み
よ
う
。
上
巻
十
五
丁
ウ
か
ら
十
六
丁
オ
の
見
開
き
頁
を
読
ん
で
み
た

い
。
本
文
の
末
尾
し
か
出
て
い
な
い
が
、
こ
の
前
の
頁
に
出
て
い
る
本
文
は
「
人
の
い
と
な

み
、
み
な
愚
か
な
る
中
に
、
さ
し
も
あ
や
う
き
、
京
中
の
家
を
作
り
て
、
宝
を
費
し
、
心
を
悩

す
こ
と
は
、
す
ぐ
れ
／
て
あ
ぢ
き
な
く
侍
る
べ
き
」
と
続
く
一
文
で
あ
る
。
そ
の
原
文
に
対
し

て
、
次
の
様
な
解
説
文
を
書
き
始
め
る
の
で
あ
る
。「
ふ
ら
ふ
ら
と
。
瓢
の
垣
に
な
り
次
第
。

と
か
く
浮
世
は
。
か
ろ
く
す
み
て
こ
そ
。
物
の
さ
は
り
も
。
な
げ
き
も
。
す
く
な
か
ら
め
。
か

し
こ
顔
に
。
た
く
み
な
せ
る
業
は
。
何
事
も
。
土
仏
の
水
な
ぶ
り
。
時
有
り
て
。
か
な
ら
ず
滅

す
」
こ
の
文
章
の
書
き
出
し
は
、
教
訓
的
な
道
歌
、
あ
る
い
は
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
狂
歌
の
よ
う
な

リ
ズ
ミ
カ
ル
な
評
言
で
、
読
者
は
興
味
深
く
読
み
進
め
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
文
中
に
「
土
仏
の

水
な
ぶ
り
」
と
い
う
、
あ
ま
り
聞
き
慣
れ
な
い
言
葉
が
出
て
く
る
が
、
こ
の
言
葉
は
、「
土
仏

の
水
遊
び
」
と
も
言
わ
れ
て
、「
無
知
で
、
危
険
が
身
に
迫
っ
て
い
る
の
を
知
ら
な
い
こ
と
、

ま
た
、
自
分
で
災
い
を
招
い
て
自
滅
す
る
こ
と
の
た
と
え
」（『
広
辞
苑
』）
と
言
う
意
味
で
あ

る
が
、
注
釈
書
と
し
て
は
、
か
な
り
砕
け
た
解
説
文
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
と
は
言
え
、
こ
の

解
説
文
の
末
尾
で
は
、
世
間
の
人
々
の
、「
不
実
の
中
に
。
す
ぐ
れ
て
不
実
な
る
。
営
を
。
長

明
ふ
か
く
な
げ
き
て
此
方
丈
の
記
を
。
世
に
あ
ら
は
す
な
ら
ん
か
し
」
と
、
鴨
長
明
の
執
筆
意

図
を
推
測
し
て
お
り
、『
諺
解
』
の
著
者
の
当
代
の
読
者
を
意
識
し
た
注
釈
態
度
が
う
か
が
わ

れ
る
よ
う
に
思
う
。【
図
版
４
】

　

さ
ら
に
、『
諺
解
』
の
特
徴
と
し
て
、『
徒
然
草
』
の
こ
と
を
持
ち
出
す
こ
と
も
多
い
。
そ
の

こ
と
と
も
相
俟
っ
て
、
中
世
の
時
代
に
書
か
れ
た
人
生
評
論
と
し
て
、『
方
丈
記
』
と
『
徒
然

草
』
を
捉
え
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
、
当
時
の
人
々
の
人
生
に
対
す
る
向
き
合
い
方
を
、
ユ
ー
モ

ア
に
く
る
み
つ
つ
も
、
根
底
に
は
真
摯
な
思
い
を
も
っ
て
書
き
著
し
た
の
が
、『
方
丈
記
諺
解
』

で
あ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
点
を
考
慮
に
入
れ
る
と
、『
諺
解
』
の
著
者
像
は
、
具
体
的
な
人
物
名
は
思
い

浮
か
ば
な
い
の
で
あ
る
が
、
人
間
や
世
の
中
に
対
し
て
心
を
開
い
た
、
文
章
力
も
あ
る
教
養
人

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

お
わ
り
に

　
『
方
丈
記
』
の
古
注
を
取
り
上
げ
て
、
そ
れ
ら
を
比
較
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、『
方
丈

記
』
が
ど
の
よ
う
に
読
ま
れ
て
き
た
か
を
概
観
し
て
き
た
。
そ
れ
ら
の
こ
と
を
通
し
て
、
注
釈

と
は
何
か
、
注
釈
と
は
何
を
目
指
し
て
行
わ
れ
る
べ
き
か
、
さ
ら
に
は
、
注
釈
書
自
体
の
影
響

力
に
つ
い
て
も
、
言
及
で
き
た
と
思
う
。

　
『
方
丈
記
』
の
最
初
の
注
釈
書
で
あ
る
山
岡
元
隣
の
『
首
書
方
丈
記
』
に
お
い
て
は
、
頭
注

形
式
に
よ
り
、
主
な
語
釈
が
示
さ
れ
た
。
そ
の
中
で
、
特
に
重
要
な
注
と
し
て
、「
仮
の
宿
り
」

に
関
す
る
李
白
の
詩
序
が
あ
っ
た
。「
百
代
の
過
客
」
は
、
芭
蕉
の
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
冒

頭
部
と
も
響
き
合
い
、
芭
蕉
が
『
首
書
』
に
よ
っ
て
『
方
丈
記
』
を
読
ん
だ
可
能
性
を
暗
示
す

る
。

　

二
番
目
の
大
和
田
気
求
に
よ
る
『
方
丈
記
訵
説
』
は
、『
方
丈
記
』
の
背
景
に
、
平
安
時
代

の
漢
文
『
池
亭
記
』
が
あ
る
こ
と
を
、
表
現
の
類
似
性
に
よ
っ
て
、
明
示
し
た
。『
訵
説
』
も

『
首
書
』
同
様
の
頭
注
形
式
の
注
釈
書
で
あ
る
が
、
頭
注
欄
の
ス
ペ
ー
ス
が
、
本
文
ス
ペ
ー
ス

よ
り
も
大
き
く
取
っ
て
あ
る
こ
と
に
よ
り
、『
首
書
』
と
比
べ
て
、
格
段
に
詳
し
い
注
釈
が
可

能
と
な
り
、
そ
の
こ
と
は
、
注
釈
内
容
の
詳
述
化
と
と
も
に
、
引
用
書
目
の
拡
大
を
可
能
と
し

た
。

　

三
番
目
の
加
藤
磐
斎
に
よ
る
『
方
丈
記
抄
』
は
、
頭
注
形
式
を
採
ら
ず
、
本
文
を
区
切
り
な

が
ら
示
し
、
そ
れ
に
続
い
て
一
字
下
げ
で
語
釈
や
文
意
・
文
脈
の
説
明
、
さ
ら
に
は
そ
の
本
文

の
全
体
に
関
わ
る
評
釈
も
述
べ
る
と
い
う
ス
タ
イ
ル
で
あ
っ
た
。
先
行
す
る
二
種
の
注
釈
書
と

比
べ
て
、
本
文
の
後
に
書
か
れ
る
語
釈
や
評
釈
は
、
注
釈
者
の
意
を
満
た
す
ま
で
長
く
書
け
る

と
い
う
特
性
が
あ
る
の
で
、
全
体
的
に
、
今
ま
で
に
な
い
詳
細
な
注
釈
書
と
な
っ
た
。
た
だ

し
、
こ
の
よ
う
な
ス
タ
イ
ル
の
注
釈
書
は
、
専
門
的
・
衒
学
的
な
様
相
を
帯
び
る
こ
と
も
あ

り
、
文
学
作
品
自
体
の
内
容
を
味
読
し
た
い
場
合
に
、
難
解
に
感
じ
る
こ
と
が
あ
ろ
う
。
な

お
、
磐
斎
は
『
方
丈
記
』
の
構
成
を
独
自
の
観
点
か
ら
四
段
落
に
区
切
り
、
そ
の
区
切
り
方
に

対
す
る
説
明
も
示
し
て
お
り
、『
方
丈
記
』
研
究
に
新
た
な
局
面
を
切
り
開
い
た
こ
と
が
評
価

で
き
よ
う
。

　

こ
の
よ
う
な
注
釈
研
究
の
展
開
の
う
え
に
『
方
丈
記
諺
解
』
が
登
場
し
た
。『
諺
解
』
は
、

語
釈
な
ど
は
、
最
初
の
注
釈
書
で
あ
る
『
首
書
方
丈
記
』
を
大
い
に
活
用
し
つ
つ
、
頭
注
形
式

を
採
ら
ず
に
、
本
文
を
短
く
区
切
っ
て
そ
の
後
に
評
論
的
な
解
説
文
を
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
、

そ
れ
ま
で
の
注
釈
書
と
比
べ
て
、
格
段
に
自
由
で
伸
び
や
か
な
、
そ
れ
自
体
が
随
筆
的
な
評
論

で
あ
る
よ
う
な
、
新
た
な
注
釈
書
の
方
向
性
を
打
ち
出
し
た
。
本
文
の
細
分
化
に
よ
っ
て
解
説

を
書
く
と
い
う
点
で
は
、『
方
丈
記
抄
』
と
類
似
す
る
が
、
加
藤
磐
斎
の
注
釈
態
度
が
あ
く
ま

で
も
学
問
的
な
熱
意
に
よ
っ
て
、
広
範
詳
細
な
解
説
と
な
っ
た
の
に
対
し
て
、『
諺
解
』
は
わ

か
り
や
す
く
理
解
さ
れ
る
レ
イ
ア
ウ
ト
に
よ
っ
て
、
読
者
た
ち
が
解
説
文
を
み
づ
か
ら
の
日
常

生
活
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
共
感
で
き
る
度
合
い
も
格
段
に
大
き
く
な
っ
た
。

　

本
稿
で
辿
っ
て
き
た
『
方
丈
記
』
の
注
釈
書
の
展
開
は
、
古
典
文
学
の
注
釈
研
究
の
あ
り
方
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『方丈記諺解』の注釈態度

や
注
釈
書
の
生
成
プ
ロ
セ
ス
の
モ
デ
ル
ケ
ー
ス
と
な
る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
注
釈
書
が

蓄
積
す
る
こ
と
は
、
新
た
な
ス
タ
イ
ル
の
よ
り
わ
か
り
や
す
く
、
よ
り
広
範
な
読
者
に
受
け
入

れ
ら
れ
る
書
物
の
出
現
を
促
す
。
そ
の
時
、
注
釈
研
究
の
進
展
も
意
義
あ
る
も
の
と
な
ろ
う
。

　

今
回
は
、
わ
た
く
し
に
と
つ
て
『
方
丈
記
』
の
注
釈
書
研
究
の
第
一
歩
で
あ
り
、『
諺
解
』

に
見
る
文
芸
的
注
釈
態
度
の
一
端
を
考
察
し
た
こ
と
に
と
ど
ま
っ
た
憾
み
が
あ
る
が）

10
（

、
こ
の
こ

と
は
、『
方
丈
記
』
の
注
釈
書
に
お
い
て
は
、
初
め
て
現
わ
れ
た
新
し
い
注
釈
態
度
で
あ
る
こ

と
は
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
そ
の
こ
と
に
着
目
す
る
な
ら
ば
、
近
代
に
お

け
る
文
学
者
た
ち
の
古
典
論
へ
と
遠
く
つ
な
が
る
文
学
の
回
路
も
見
え
て
く
る
。
解
釈
の
蓄
積

か
ら
新
た
に
生
ま
れ
て
く
る
、「
古
典
を
ど
う
読
む
か
」「
古
典
を
ど
う
論
じ
る
か
」
と
い
う
こ

と
を
、
改
め
て
考
え
さ
せ
る
も
の
と
し
て
、『
方
丈
記
諺
解
』
の
注
釈
的
態
度
を
位
置
づ
け
た

い
。

注

（
１ 

）
島
内
裕
子
「
堀
田
善
衞
『
方
丈
記
私
記
』
の
圏
域
」（『
放
送
大
学
研
究
年
報
』
第
二
十
六
号
、
平

成
二
十
年
）
参
照
。

（
２ 

）
元
隣
の
『
首
書
方
丈
記
』（
一
六
五
七
年
刊
）
は
、『
方
丈
記
』
の
注
釈
書
と
し
て
は
嚆
矢
だ
っ
た

が
、
そ
れ
以
前
に
、『
徒
然
草
』
の
注
釈
書
は
、『
徒
然
草
寿
命
院
抄
』（
秦
宗
巴
、
一
六
〇
四
年
）、

『
野
槌
』（
林
羅
山
、
一
六
二
一
年
）、『
鉄
槌
』（
青
木
宗
固
、
一
六
四
八
年
）、『
な
ぐ
さ
み
草
』（
松

永
貞
徳
、
一
六
五
二
年
、
挿
絵
入
り
）
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
特
に
『
寿
命
院
抄
』『
野
槌
』『
な
ぐ

さ
み
草
』
の
「
初
期
三
大
注
釈
書
」
が
、
す
で
に
出
版
さ
れ
て
い
た
時
期
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
た

い
。
す
な
わ
ち
、『
徒
然
草
』
の
注
釈
研
究
は
、
す
で
に
蓄
積
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

（
３
）『
国
書
人
名
辞
典
』
第
一
巻
「
大
和
田
気
求
」
の
項
に
よ
る
。

（
４ 

）『
方
丈
記
』
と
『
枕
草
子
』
の
関
連
箇
所
は
ほ
と
ん
ど
な
い
の
だ
が
、
北
村
季
吟
の
『
枕
草
子
』

の
注
釈
書
で
あ
る
『
春
曙
抄
』
で
は
、「
僧
都
の
君
の
御
乳
母
の
」
の
段
に
、
家
が
火
事
に
な
っ
て

焼
け
出
さ
れ
た
男
が
、「
日
頃
は
、
寄
居
虫
の
様
に
、
人
の
家
に
、
尻
を
差
し
入
れ
て
な
む
、
候
ふ
」

と
窮
状
を
訴
え
る
場
面
が
あ
り
、
季
吟
は
そ
の
箇
所
の
注
釈
に
、「
長
明
方
丈
記
に
、
寄
居
虫
は
、

小
さ
き
貝
を
こ
の
む
と
い
へ
る
、
是
也
」
と
書
い
て
、『
方
丈
記
』
と
『
枕
草
子
』
に
共
通
す
る
言

葉
が
見
ら
れ
る
こ
と
に
注
意
を
喚
起
し
て
い
る
。『
枕
草
子
』
の
こ
の
場
面
が
、
火
事
の
被
害
で
寄

居
虫
の
よ
う
な
ヤ
ド
カ
リ
生
活
を
し
て
い
る
と
い
う
の
は
、『
方
丈
記
』
の
安
元
の
大
火
と
寄
居
虫

と
い
う
二
つ
の
言
葉
の
連
結
に
よ
っ
て
、
一
見
、
共
通
性
の
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
『
方
丈
記
』
と

『
枕
草
子
』
の
世
界
に
、
通
底
す
る
も
の
を
見
て
お
り
、
参
考
に
な
る
注
釈
で
あ
る
思
う
。
た
だ
し
、

『
方
丈
記
』
に
出
て
く
る
「
寄
居
」
の
注
で
、『
枕
草
子
』
の
当
該
箇
所
に
言
及
す
る
も
の
は
ほ
と
ん

ど
な
く
、
管
見
に
入
っ
た
限
り
で
は
、
簗
瀬
一
雄
『
方
丈
記
全
注
釈
』
の
み
で
あ
っ
た
。

（
５ 

）
萩
原
恭
男
校
注
『
芭
蕉
書
簡
集
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
七
六
年
）

（
６ 

）『
方
丈
記
諺
解
』
は
、『
国
書
総
目
録
』
に
よ
れ
ば
、
別
名
に
『
鴨
長
明
方
丈
記
諺
解
』『
長
明
方

丈
記
諺
解
』
が
あ
る
。
版
本
と
し
て
は
、
元
禄
七
年
刊
行
の
も
の
だ
け
で
あ
る
。

（
７ 

）
簗
瀬
一
雄
編
『
方
丈
記
諸
注
集
成
』
に
翻
刻
さ
れ
て
い
る
『
方
丈
記
諺
解
』
に
は
、
冒
頭
に
序
が

あ
り
、
そ
れ
に
続
い
て
、
鴨
御
祖
社
系
図
、
さ
ら
に
「
鴨
・
長
明
・
方
丈
・
記
」
の
四
項
目
に
関
す

る
解
説
が
付
く
。

（
８ 

）
簗
瀬
一
雄
編
『
方
丈
記
諸
注
集
成
』
に
よ
れ
ば
、
こ
の
刊
年
記
は
、
諸
版
同
一
で
あ
る
と
い
う
。

た
だ
し
、
書
店
名
が
異
な
る
版
が
各
種
あ
る
こ
と
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。『
国
書
総
目
録
』
で
調
べ

る
と
、
刊
年
が
元
禄
七
年
版
だ
け
し
か
掲
載
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、
あ
ま
り
広
く
は
流
布
し
な
か
っ

た
か
と
思
わ
れ
た
が
、
書
店
を
変
え
て
出
版
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
簗
瀬
氏
も
書
い
て
い
る
よ
う

に
、『
諺
解
』
は
「
そ
れ
だ
け
読
者
を
か
ち
得
た
」
注
釈
書
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

（
９ 

）『
首
書
方
丈
記
』
は
、
挿
絵
入
り
で
あ
る
。
刊
行
年
に
よ
り
挿
絵
の
数
や
図
柄
が
異
な
る
。『
方
丈

記
訵
説
』
も
挿
絵
入
り
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
挿
絵
の
一
部
は
、
簗
瀬
一
雄
『
方
丈
記
全
注
釈
』（
昭

和
四
十
六
年
、
角
川
書
店
）
に
図
版
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
参
考
に
な
る
。

（
10 

）　

本
稿
で
、「
図
版
3
」「
図
版
4
」
で
示
し
た
以
外
に
も
、
和
歌
的
・
俳
句
的
な
表
現
に
よ
っ
て

解
説
文
を
綴
る
箇
所
は
多
い
。
辻
風
の
部
分
で
、「
青
柳
の
な
び
く
を
風
の
姿
哉
」
と
書
き
、
福
原

遷
都
の
部
分
で
、「
住
め
ば
よ
し
伯
母
捨
山
も
わ
が
家
も
丸
う
て
白
き
有
明
の
月
の
都
に
」
と
書
き

出
す
冒
頭
、
出
家
を
決
意
し
た
長
明
の
心
を
解
説
す
る
冒
頭
で
、「
世
の
ほ
だ
し
捨
て
て
厭
は
ん
か

く
れ
里
」
と
い
う
俳
句
め
い
た
表
現
か
ら
始
め
る
こ
と
な
ど
、
独
自
の
書
き
方
で
あ
る
。

 

（
二
〇
一
七
年
十
月
二
十
五
日
受
理
）
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（
図
版
１
）

（
図
版
２
）
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『方丈記諺解』の注釈態度

（図版３）

（図版４）
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The Method of Hojoki-Genkai as a Commentary

Yuko SHIMAUCHI

ABSTRACT

　This paper focuses upon Hojoki-Genkai（方丈記諺解；published in 1694）for the purpose of elucidating its method 
as a commentary. 
　Hojoki-Genkai is a commentary on Hojoki（方丈記）by an unknown author. In this book, the text of Hojoki is 
written in large letters to which Bochu（傍注；notes between the lines of the text）written in small letters are 
attached.  It has no Tochu（頭注：notes above the text）. The text is divided into comparatively short passages, 
according to its contents,  each division having its commentary. There is no illustration.
　Although Hojoki was completed as early as in 1212, its study started late. Full-scaled commentaries began to 
be published after Meireki（明暦）period of the Edo era, the first of them being Shusho-Hojoki（首書方丈記）by 
Yamaoka Genrin（山岡元隣；1658）, which  was followed by Hojoki-Shisetsu（方丈記訵説）by Owada Kikyu（大和
田気求；1658）and Hojokisho（方丈記抄）by Kato Bansai（加藤磐斎；1674）.  Hojoki-Genkai was the fourth book 
of commentary on Hojoki.
　This paper tries to elucidate its method as a commentary by comparing Hojoki-Genkai with its three predecessors.
　As far as interpretation of words is concerned, Hojoki-Genkai owes much to Shusho-Hojoki, while its 
commentaries show the author’s own views and feelings, which make up the characteristics of Hojoki-Genkai. The 
author seems to aim at criticizing the world’s values or life-styles from the viewpoints expressed in Hojoki rather 
than studying the themes and the purpose of writing of Hojoki.
　The commentaries in Hojoki-Genkai are interspersed by Haikus and proverbs. Sometimes they employ the 
rhythm of Shichi-go-cho（七五調）and their style often becomes fluent and lyrical.
　Most of the commentators of classics in the modern period were professional scholars such as Confucianists, 
Buddhist priests and scholars of Japanese classics. But through the examination of the style of Hojoki-Genkai, we can 
get an image of its author as an different type of individual.
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